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教育による現代的な社会問題の解決

―実践開発の観点からの考察―

Solving Modern Social Problems by Education 

-An Inquiry Related to Development of Practice-  

藤川 大祐

千葉大学教育学部

生活綴り方教育、開発教育等、教育が社会問題の解決手段として注目されることは多かった。現代の日本社会では、

少子化、経済格差、地域共同体の崩壊等、さまざまな社会問題が、新しい様相を示している。社会教育と学校教育の

双方において、こうした社会問題を解決することを検討する必要がある。千葉市轟公民館等を中心に活動する「ちば

子ども学研究会」では、市民、行政、大学が連携し、継続的に学びの場をつくることによって、地域の子育てに関わ

る問題の解決を試みている。千葉大学と西千葉地域との連携によって支えられる小学校の授業実践は、地域活性化に

寄与している。こうした実践を開発する過程から、社会問題の解決への寄与を目指すことが実践開発に示唆を与えう

ることが示された。
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1. 教育による社会問題の解決 

古今東西、教育は国力を支えるとされ、政府や地域社

会は教育水準の向上に取り組んできた。日本においては、

江戸時代の藩校や寺子屋における幅広い教育の普及と

明治初期からの近代学校制度の短期間での確立が、その

後の社会経済の発展に寄与した。高度経済成長期には高

校や大学への進学率が高くなり、質の高い労働力の確保

につながったと考えられる。

具体的な教育実践についても、社会問題の解決が目指

された事例は多い。たとえば、昭和初期に不景気や凶作

で苦しんでいた東北地方等の農村地区の学校では、子ど

もたちが自分たちの貧しい生活について詩や作文を書

く「生活綴り方」教育が行われ、全国に広がっていった。

子どもたちが書いた作文は、教師によって丁寧に指導さ

れ、また学級の中で発表される。この実践は、単に教育

水準を高くすることによって社会を発展させようとす

るものでなく、子どもたちが自分たちの生活を直視する

ことを通して貧しさを乗り越える意欲を喚起しようと

するものである。

また、世界の南北格差等について学び、世界を変える

力にしようとする「開発教育」の取り組みがある。開発

教育（development education）は、欧米の青年たちに
よって始められた取り組みで、南北格差、人間の尊厳、

多様性の尊重等を、ゲームを取り入れる等した参加型の

形式で学ぶ実践が行われている。実践の中で人々がとも

に活動し、話し合うということが、世界の問題を解決す

る力になると考えられている。

 こうした例においては、人々は社会の問題を知ること

から始め、自らの力を高めるとともに、互いに関わり理

解し合う。個人のみならず、学習者の共同体が成長して

いくことが期待される。

 では、社会問題を解決するために、個人及び共同体の

成長は、どのような意味をもっているのであろうか。

 このことは、「社会的ジレンマ」論によって説明され

うる。社会的ジレンマ（social dilemma）とは、各個人
の合理的な選択が社会全体とは最適な選択とはならな

いことを指す。たとえば、共有の牧草地に複数の農民が

牛を放牧する「共有地の悲劇」（ the tragedy of 
commons）は、社会的ジレンマの例である。
 貧困のような問題では、各個人が厳しい現状を諦めて

受け入れることが、個人にとっての合理的な選択であり

うる。現状を変えることは容易でなく、個人の力ではで

きることはほとんどないように思われる。抗議や告発と

いった活動をすれば、弾圧され、ますます厳しい状況に

陥るかもしれない。非常に厳しい状況にあっても、状況

を変えようとせずにひたすら耐えることのほうが、相対

的にはよいと言えるのである。

 だが、学習をすることによって、別の選択肢が浮かび

上がってくる。自分が置かれている困難な状況が具体的

にどのような状況かを知ることによって、問題を少しで

も改善する方法が見えてくる可能性がある。問題を具体
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